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 繰延税金資産の計上及び通期連結業績予想の修正に関するお知らせ  

当社は、2025 年３月期決算において、下記のとおり繰延税金資産を追加計上するとともに、2024 年５

月 15 日に公表いたしました 2025 年３月期の通期連結業績予想を修正いたしましたので、お知らせいたし

ます。 

 

１．繰延税金資産の計上 

今後の業績見通し等を踏まえ、繰延税金資産の回収可能性について慎重に検討しました結果、当第４

四半期連結会計期間において繰延税金資産を追加計上することといたしました。これにより、法人税等

調整額（△は利益）を△89 百万円追加計上いたしました。 

 

２．2025 年３月期の通期連結業績予想数値の修正（2024 年４月１日～2025 年３月 31 日） 

（単位：百万円） 

 連 結 売 上 高 連結営業利益 連結経常利益
親会社株主に帰属

す る 当 期 純 利 益 

１ 株 当 た り

当 期 純 利 益

前回発表予想(Ａ) 5,080 350 300 200 14 円 60 銭

今回修正予想(Ｂ) 5,264 327 300 378 27 円 60 銭

増 減 額 ( Ｂ - Ａ ) 184 △22 ０ 178 ―

増 減 率 ( ％ ) 3.6 △6.4 0.0 89.0 ―

(参考)前期連結実績 

( 2 0 2 4 年３月期) 
5,015 249 205 330 24 円 15 銭

（注）今回修正予想の「１株当たり当期純利益」の算定上の基礎となる期中平均株式数については、2025 年  

３月 31 日現在の発行済株式数（自己株式数を除く）を使用しております。 

 

３．修正の理由 

2025 年３月期の連結売上高は 5,264 百万円を見込んでおります。「玄品」店舗においては、インバウン

ド需要やうなぎ料理などの好調により直営・フランチャイズともに前年を上回る見込みです。本部におい

ても小売り・流通業界や食材卸業者への食材販売が増加しました。 

利益面では、店舗売上高が増加したこと等により、売上総利益は増加したものの販売費及び一般管理費

については、継続的な採用難の中、従業員待遇向上のための賞与支給や臨時雇用者の採用費・人件費高騰

によるコスト増加やフェア等に伴う広告宣伝費等が増加しました。また、物流の内製化が軌道に乗ったほ

かコスト管理の徹底・継続の効果もあり 3,180 百万円の見込みとなりました。 

以上の結果、営業利益は 327 百万円、経常利益は 300 百万円の見込みとなりました。また、親会社株主

に帰属する当期純利益は、特別損失として減損損失６百万円、店舗閉鎖損失２百万円等を計上したこと等

のほか前記の「１.繰延税金資産の計上」に記載いたしました法人税等調整額（△は利益）△89 百万円を



含め 378 百万円の見込みとなりました。 

 

（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の 

業績は今後様々な要因により、予想数値と異なる可能性があります。 

 

 

以 上 


